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避難情報の発令基準が変更について‥‥‥‥‥ ２
ＰＣＲ自主検査費用助成について‥‥‥‥‥‥ ５
叙勲式がありました‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ７
農業委員会の改選について‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ８

おたり山菜の会の取り組み‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10
小中学校に着任された先生にインタビュー‥‥ 11
縁あって“おたり”～ ing ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 12
おたりの魔女の暮らし帖①‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13

広 報 館 報

栂池自然園の早朝 撮影：林　明輝

広報おたりでは今月より表紙写真を公募します。皆さまからのたくさんのご応募を
お待ちしております。詳しくは役場企画財政係までお問い合わせください。
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小
谷
村
の
災
害
時
に
発
令
さ
れ
る

対
策
基
本
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

避
難
情
報
等
は
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

法
律
』
が
施
行
と
な
り
、
避
難
情
報
の

20

を
基
準
に
策
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ

発
令
基
準
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
詳

の
度
、
令
和
３
年
５
月

日
に
『
災
害

し
い
変
更
点
は
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
発
令
さ
れ
る
状
況
　：

災
害
の
恐
れ
あ
り

　
居
住
者
等
が
と
る
べ
き
行
動
　：

危
険
な
場
所
か
ら
高
齢
者
等
は
避
難

・
避
難
（
立
退
き
避
難
又
は
屋
内
安
全
確
保
）
を
完
了
さ
せ
る
の
に
時
間
を
要
す

る
在
宅
又
は
施
設
利
用
者
の
高
齢
者
及
び
障
が
い
の
あ
る
方
等
、
及
び
そ
の
人

の
避
難
を
支
援
す
る
方
。
高
齢
者
等
以
外
の
方
も
必
要
に
応
じ
、
避
難
の
準
備

を
し
た
り
、
自
主
的
に
避
難
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
な
り
ま
す
。

警
戒
レ
ベ
ル
３
　
高
齢
者
等
避
難

警
戒
レ
ベ
ル
４
　
避
難
指
示

　
発
令
さ
れ
る
状
況
　：

災
害
の
お
そ
れ
高
い

　
居
住
者
等
が
と
る
べ
き
行
動
　：

危
険
な
場
所
か
ら
全
員
避
難

・
改
正
法
施
行
以
前
は
「
避
難
勧
告
」
と
「
避
難
指
示
」
と
い
う
基
準
が
あ
り
ま
し

た
が
、「
避
難
指
示
」
と
い
う
基
準
に
一
本
化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
避
難

勧
告
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
「
警
戒
レ
ベ
ル
４
避
難
指
示
」
が
発
令
さ
れ
ま
す
。
基

本
的
に
、
こ
の
「
警
戒
レ
ベ
ル
４
避
難
指
示
」
で
全
員
避
難
（
立
退
き
避
難
又

は
屋
内
安
全
確
保
）
と
な
り
ま
す
。

警
戒
レ
ベ
ル
５
　
緊
急
安
全
確
保

　
発
令
さ
れ
る
状
況
　：

災
害
発
生
又
は
切
迫

（
既
に
災
害
が
発
生
し
て
お
り
必
ず
発
令
さ
れ
る
情
報
で
は
な
い
）

　
居
住
者
等
が
と
る
べ
き
行
動
　：

命
の
危
険

直
ち
に
安
全
確
保
！

・
避
難
所
等
へ
の
立
退
き
避
難
す
る
こ
と
が
か
え
っ
て
危
険
で
あ
る
場
合
、
緊
急

安
全
確
保
と
な
り
ま
す
。

※
屋
内
安
全
確
保
と
は
…

　
自
宅
・
施
設
等
の
上
階
や
安
全
な
部

屋
等
に
移
動
す
る
。
こ
の
行
動
が
「
屋

内
安
全
確
保
」
と
な
り
ま
す
が
、
あ
く

ま
で
居
住
者
等
が
自
ら
確
認
・
判
断
で

と
り
得
る
行
動
で
す
。

※
緊
急
安
全
確
保
と
は
…

　
急
激
に
災
害
が
発
生
し
、
避
難
を
安

全
に
で
き
な
い
状
況
に
至
っ
て
し

ま
っ
た
場
合
に
可
能
な
限
り
安
全
を

確
保
す
る
た
め
、
そ
の
時
点
で
い
る
場

所
よ
り
も
少
し
で
も
安
全
で
あ
る
場

所
へ
直
ち
に
移
動
す
る
こ
と
が
「
緊
急

安
全
確
保
」
と
な
り
ま
す
。

　
梅
雨
の
季
節
と
な
り
、
災
害
等
発
生

し
や
す
い
季
節
と
な
り
ま
す
。
今
一
度

自
分
の
住
ん
で
い
る
場
所
が
ど
の
よ

う
な
と
こ
ろ
で
、
危
険
個
所
は
ど
こ
な

の
か
、
備
蓄
は
あ
る
か
な
ど
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
や
ご
自
身
、
地
区
等
で
確
認

を
行
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　
ま
ず
は
「
自
ら
の
命
は
自
ら
で
守

る
」
と
い
う
意
識
を
共
有
し
、
緊
急
時

に
も
強
い
小
谷
村
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
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ひ な ん し じ

ひ な ん か ん こ く

小谷村が発令

小谷村が発令

小谷村が発令

気象庁が発令
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令和２年12月竣工　大網消防小屋

雨雨中中１１号号トトンンネネルル貫貫通通ししまますす
　雨中・月岡バイパス工事　雨中１号トンネル（役場南側）全長３３９ｍの貫通式が６月12日（土）に予定

されています。

　１号トンネル貫通により、雨中・月岡バイパス区間、２本のトンネルが貫通となり、竣工にむけて工事が

進められております。

　翌日13日（日）午前10時30分から貫通見学会を予定しています。見学会を希望される方は、６月９日（水）

までに戸田・鷲澤建設共同企業体　雨中１号トンネル事務所（ ８２‐３９２０）へお申し込み下さい。

　新型コロナ感染対策として、見学者の数を先着50名様にさせていただきます。また、感染状況により中止

させていただく場合もあります。
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小
谷
村
で
は
、
消
防
車
両
の
更
新
計
画

に
基
づ
き
、
令
和
２
年
度
に
大
網
地
区
配

備
の
消
防
積
載
車
１
台
を
更
新
し
ま
し

た
。
令
和
３
年
３
月

日
に
配
備
し
た
車

両
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
消
防
・
防
災
力
の
強

化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

車
名
　
ト
ヨ
タ
ダ
イ
ナ
　

定
員
　
ダ
ブ
ル
キ
ャ
ブ
６
人
乗
り

総
排
気
量
　
デ
ィ
ー
ゼ
ル
　
２
・
98
Ｌ
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新型コロナウイルス感染症対策 

ＰＰＣＣＲＲ等等自自主主検検査査費費用用助助成成ににつついいてて
　日頃より、新型コロナウイルス感染症対策につきましては、感染予防等にご協力いただきありがとうござ
います。小谷村では感染対策の一環として、ＰＣＲ等の自主検査を受けて支払った費用の一部を、予算の範
囲内において助成することと致しました。概要は次の表のとおりです。

助 成 の 概 要 
区　　分 内　　　容　　　等

助成対象者
○検査日において小谷村に住民票を有する者　
○検査時において発熱等の症状がなく、かつ、保健所その他関係機関から新型コ

ロナウイルス感染症の感染者又は濃厚接触者と認定されていないこと。

助成対象　検査内容 ○新型コロナウイルス感染症に係るＰＣＲ検査・抗原定量検査・抗原定性検査

助成対象　検査期間 ○令和３年４月１日から令和４年３月31日までに実施した自主検査

助成対象回数 ○１人１回まで（大学生、短大生、専門学校生は２回まで）

助成率・上限額 ○助成率１/2　　　　　　　○補助上限額　15,000円（千円未満の端数切捨）

助成の対象と
ならない場合

○検査を受けた者が行政検査、又は保険診療による検査の対象者の場合には助成
の対象となりません。

その他留意事項
・助成金の交付を受けようとする場合は、検査費用の領収証、又は検査内容や検査費用が

明らかとなる書類を添えて、村に申請してください。申請書兼請求書の様式は、小谷村
住民福祉課にございますのでお問い合わせください。

・検査の日から30日以内に請求してください。尚、４月１日以降に検査を受けている場合
も対象となりますのでお問い合わせください。

・検査をしても、その後に感染しないというわけではありません。引き続き感染予防に努めていただきますよう
宜しくお願い致します。

　お問い合わせ先　　住民福祉課　健康推進係（電話８２－２５８２）

児児童童手手当当現現況況届届のの提提出出ににつついいてて
　現況届は６月１日現在の児童の状況を確認させていただくために毎年提出いただくものです。対象の受給者

の方にはすでに通知しております。６月中の提出をお願いいたします。６月中のご提出が無い場合は、６月分以

降の手当が受けられなくなりますのでご注意ください。

手当支給月額
　児童１人あたり
　１か月

※「第３子以降」とは、子どもの人数ではなく、

高校卒業までの養育している児童のうち３子

目以降をいいます。

■児童手当支払予定

　令和３年２～５月分：６月９日予定

　令和３年６～９月分：10月上旬

　令和３年10～４年１月分：２月上旬

区　　　分 ０～３歳未満 ３歳～小学校修了 中学生 所得制限世帯

第１・２子
１５，０００円

１０，０００円 １０，０００円 (年齢問わず一人)
５，０００円第３子以降 １５，０００円

児児童童手手当当のの支支払払いいににつついいてて
■支払予定日　６月９日（水）

■内　訳　　　児童手当２～５月分
　個々に支払通知書は発送しません。指定口座の通帳を記

帳して入金確認をお願いします。通帳には「小谷村児童手

当」と印字され、合計金額での振り込みとなります。

　お問い合わせ先　　住民福祉課　住民係（電話８２－２５８１）
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小谷村国民健康保険からのお知らせ小谷村国民健康保険からのお知らせ
令和３年度国民健康保険税の税率を改定します

　国民健康保険税は、『医療分』、『後期高齢者医療支援金分』、『介護２号分』の３つから構成され、それ

ぞれにおいて所得割・資産割・均等割・平等割という４方式を用いて保険税額を算出しています。その中

で今回、国民健康保険加入者の固定資産に係る資産割率について改定します。

　この税率改定は新型コロナウィルス感染症の影響による被保険者の負担軽減と、税の公平性を図るた

めに資産割を廃止とするものです。被保険者の皆様には、ご理解とご協力をお願いいたします。

　なお、令和３年度の保険税額については６月上旬にお届けします納税通知書をご覧ください。

　また、平成30年度より県も村と共同して国保保険者となったことにより、今後県下統一税率へ向けた取

り組みを進めていきます。詳細は今後お知らせしていきます。

令和２年度まで 令和３年度から 備　　考

医療分　資産割
（被保険者の固定資産に係るもの）

１４．００％ 廃　止 左記以外は変更なし

後期高齢者医療支援金分　資産割
（被保険者の固定資産に係るもの）

１０．００％ 廃　止 左記以外は変更なし

介護２号分　資産割
（被保険者の固定資産に係るもの）

７．７０％ 廃　止 左記以外は変更なし

引き続き特定健診の受診、病気の予防・早期発見で医療費の削減にご協力いただきますようお願いします。

非自発的失業者に係る国民健康保険税の軽減措置について

　『倒産・解雇などによる離職』（特定受給資格者）や『雇止めなどによる離職』（特定理由離職者）をされ

た方を対象に国民健康保険税が軽減されます。

軽減の対象者
　次のいずれかに該当される方で求職者給付（基本手当等）を受けている方が軽減の対象となります。

（1）雇用保険の特定受給資格者　【例：倒産・解雇などによる離職】

（2）雇用保険の特定理由離職者　【例：雇止めなどによる離職】

　ハローワークが交付した「雇用保険受給資格者証」の「離職理由」コード11・12・21・22・31・32・

23・33・34に該当される方。

※雇用保険がない方、雇用保険の手続きをされていない方は対象外です。

（3）離職時点で65歳未満の方

　　※「高年齢受給資格者証」「特例受給資格者証」の方は対象となりません。

軽減内容
　失業者本人の前年の給与所得を30／100として国民健康保険税を算定します。

　※軽減の対象となるのは前年の「給与」所得のみであり、営業・不動産・農業所得等は対象となりません。

軽減期間
　離職日の翌日の属する月から、その月の属する年度の翌年度末までの期間です。

※この軽減制度は国民健康保険特有のもので、会社の健康保険に加入するなど、国民健康保険を脱退す

ると終了します。

　お問い合わせ先　　住民福祉課　健康推進係（電話８２－２５８２）
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令
和
３
年
５
月
14
日
、
小
谷
村
長
よ
り
、
高
齢
者
叙
勲

（
旭
日
単
光
章
）
を
受
章
さ
れ
た
元
小
谷
村
議
会
議
員
の

小
林
純
男
さ
ん
へ
の
伝
達
式
を
村
長
室
で
執
り
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
小
林
さ
ん
が
平
成
２
年
５
月
に
小
谷
村
議
会

議
員
に
初
当
選
以
来
、
３
期
12
年
間
に
わ
た
り
村
勢
の
発

展
と
地
方
自
治
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
受

章
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

　

今
後
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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令
和
３
年
春
の
叙
勲
で
、
元
小
谷
村
消
防
団
長
の
郷
津

健
さ
ん
（
下
里
瀬
）
が
長
年
に
わ
た
る
消
防
団
活
動
の
功

労
に
よ
り
、
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

郷
津
さ
ん
は
昭
和
54
年
４
月
に
消
防
団
に
入
団
し
、
平

成
20
年
３
月
ま
で
の
間
、
消
防
団
活
動
に
従
事
さ
れ
、
平

成
７
年
７
月
の
梅
雨
前
線
豪
雨
災
害
で
は
班
長
と
し
て
分

団
長
を
補
佐
し
、
二
次
災
害
・
災
害
拡
大
の
防
止
に
努
め

な
が
ら
、
住
民
の
救
出
、
避
難
等
活
動
に
ご
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
間
平
成
17
年
３
月
に
は
消
防
庁
長
官
よ
り
永

年
勤
続
功
労
賞
も
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
18
年
に
消
防
団
長
就
任
後
は
生
業
も
省
み

ず
村
民
の
身
体
、
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
昼
夜
を
問

わ
ず
陣
頭
指
揮
し
、
更
に
は
高
性
能
Ｃ
Ｄ‐

１
型
消
防
自

動
車
の
導
入
を
実
現
す
る
等
、
当
村
に
お
け
る
消
防
車
両

の
最
新
化
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
受
章
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

਋ડ৪͈యၑ͈઀ႅ਍̯ͭܔ
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快
運
筋
活
ク
ラ
ブ
第
１
期

の
募
集
に
つ
い
て

募
集

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

　
毎
度
お
な
じ
み
の
快
運
筋
活
ク
ラ
ブ
で
す
。
北
小
谷
の

Ｓ
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ク
ラ
ブ
小
谷
を
会
場
に
健
康
運
動
指
導
士

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
体

操
を
す
る
集
い
で
す
。
み
ん
な
と
会
話
し
な
が
ら
楽
し
く

運
動
で
き
る
、
と
大
好
評
の
企
画
で
す
。

　
７
月
５
日
（
月
）

筋
活
ク
ラ
ブ
（
第
１
期
　
全

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
令
和
３
年
度
快
運

15
回
）
の
参
加
者
を
募
集
中
で

す
。
よ
り
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
今
回
も

新
規
の
参
加
者
を
優
先
し
て
募
集
し
ま
す
が
、「
も
う
１
度

参
加
し
た
い
！
」
と
い
う
リ
ピ
ー
ト
希
望
の
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
、「
前
回
の
参
加
か
ら
３
年
経
過
し
た
方
」
は

参
加
可
能
と
し
ま
し
た
。
平
成
27
年
～

ク
ラ
ブ
に
参
加
し
た
方
は
お
申
込
み
で
き
ま
す
。。
自
分
が

該
当
す
る
か
分
か
ら
な
い
方
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
新
規
の
方
を
優
先
し
た
う
え

で
抽
選
と
い
た
し
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間
　
５
月
31
日
（
月
）
～
６
月
25
日
（
金
）

対
　
　
象
　
65
歳
以
上
で
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

に
該
当
し
た
方

日
　
　
程
　
７
月
５
日
（
月
）
～
　

　
　
　
　
　
毎
週
月
曜
日 (

祝
日
含
む)

　

　
　
　
　
　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

お
問
い
合
わ
せ
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（

８
２
‐
３
１
３
５
）

ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い

29
年
に
快
運
筋
活

(7) 広報おたり　令和３年６月号



 

 

農
業
委
員

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

と

が
決
ま
り
ま
し
た

北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

患
者
等
搬
送
事
業
者
を
認
定
し
ま
し
た

　
令
和
３
年
５
月
任
期
満
了
に
よ

り
農
業
委
員
が
改
選
さ
れ
、
12
名

の
農
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

任
期
は
３
年
間
で
す
。

　
令
和
３
年
５
月
20
日
に
行
わ
れ

た
農
業
委
員
会
総
会
に
お
い
て
、

農
業
委
員
会
長
に
下
里
瀬
の
清
水

秀
雄
さ
ん
が
、
会
長
職
務
代
理
に

島
・
塩
坂
の
中
村
幸
男
さ
ん
が
互

選
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
平
成
28
年
の
法
改
正
に

よ
り
、
農
地
の
現
状
の
把
握
を
現

場
で
確
認
す
る
農
地
最
適
化
推
進

委
員
の
設
置
が
求
め
ら
れ
、
伊
折

の
藤
原
真
弓
さ
ん
と
来
馬
の
松
澤

敬
子
さ
ん
が
農
業
委
員
会
か
ら
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
会
は
、
農
地
法
等
各

「
民
間
救
急
」
）
事
業
者
に
、
介
護

種
法
律
に
基
づ
き
農
地
の
適
正
管

理
や
権
利
移
動
等
に
つ
い
て
毎
月

豊
夫
）
を
認
定
し
ま
し
た
。

定
例
会
を
開
催
し
て
審
議
を
行
い

ま
す
。

　
農
地
や
農
業
に
関
す
る
お
問
合

せ
は
農
業
委
員
会
事
務
局
（
観
光

地
域
振
興
課
農
林
係
）
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

所
ま
で
搬
送
し
ま
す
。

　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
で

は
、
患
者
等
搬
送

（
い
わ
ゆ
る

　
お
問
い
合
わ
せ
や
予
約
は
、
直

接
、
事
業
者
へ
お
願
い
し
ま
す
。

タ
ク
シ
ー
あ
ず
さ
（
代
表
　
須
澤

　
患
者
等
搬
送
事
業
で
は
、
障
が

い
や
ケ
ガ
に
よ
り
車
椅
子
や
寝
台

を
必
要
と
す
る
方
、
移
動
に
介
助

を
要
す
る
方
を
、
医
療
機
関
や
社

会
福
祉
施
設
な
ど
、
ご
希
望
の
場

　
搬
送
車
両
に
は
、
寝
台
な
ど
を

固
定
す
る
構
造
と
応
急
手
当
用
の

器
材
を
備
え
、
乗
務
員
は
、
利
用
者

の
急
変
に
対
応
す
る
た
め
の
資
格

を
有
し
て
い
ま
す
。

会長会長職務代理農地最適化推進委員農地最適化推進委員

清水　秀雄中村　幸男藤原　真弓松澤　敬子

氏　名

会長

　清水　秀雄

主な担当地区名

下里瀬、虫尾、北雨中、南雨中

会長職務代理

　中村　幸男
三ケ村、下寺、島塩坂、湯原

　深澤　勉 滝の平、坪の沢、梨平、川上、栂池

　栗田　優 五区、千国、栂池北【親の原、沓掛】

　宮嶋　信 土倉、蕨平、峯・立屋、若栗

　郷津　勝
黒川、伊折、月岡、池の平、平間、

日道

　山田　公勝 池原下、池原、石坂、来馬

　鷲澤　啓二 土谷全域

　永井　信明 中谷全域

　小池　利治 深原、李平、大網、姫川温泉、戸土

　石田　憲明 村内全域

　田原　富美子 村内全域

電話番号 (留守電・ＦＡＸ) 　

０７０‐８３３３‐４４９２
０２６１‐６２‐１１５５

介護タクシーあずさ
（池田町大字池田２１４９‐４）

広報おたり　令和３年６月号 (8)



 
  

 
  

  

  

 
  

 
  

  

次
回
の
開
会
予
定

　
６
月
21
日
（
月
）

　
午
前
９
時
か
ら

■
お
問
い
合
わ
せ

小
谷
村
農
業
委
員
会
事
務
局

　（
観
光
地
域
振
興
課
農
林
係
）

８
２
‐
２
５
８
８

小
谷
村
農
業
委
員
会

定
例
会
の
お
知
ら
せ

令
和
３
年
度

※
口
座
振
替
を
指
定
さ
れ
て
い

る
方
は
６
月
25
日
に
振
替
え

ま
す
の
で
、
口
座
の
残
高
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
25
日
の

定
期
振
替
が
で
き
な
か
っ
た

方
は
、
７
月
12
日
に
再
振
替

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

税

目

住
民
税

期

別

１
期

納
期
限

６
月
30
日
（
水
）

今
月
の
納
税

６
　
月

税

目

国
民
健
康
保
険
税

期

別

１
期

納
期
限

６
月
30
日
（
水
）

(9) 広報おたり　令和３年６月号

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策

お
子
さ
ん
の
予
防
接
種
及
び
乳
幼
児
健
診

（
集
団
）受
診
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い

れ
る
方
は
一
人
で
お
願
い
し
ま

す
。

●
計
測
や
診
察
時
な
ど
、
お
子
さ

ん
を
寝
か
せ
た
時
に
敷
く
バ
ス

タ
オ
ル
を
お
持
ち
下
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

気
に
な
る
保
護
者
の
方
へ

　
予
防
接
種
や
乳
幼
児
健
診
は
お

子
様
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に

一
番
必
要
な
時
期
に
受
け
て
い
た

だ
く
よ
う
対
象
期
間
を
定
め
て
お

り
ま
す
。
お
子
様
の
健
康
が
気
に

な
る
と
き
だ
か
ら
こ
そ
、
予
防
接

種
と
乳
幼
児
健
診
は
、
遅
ら
せ
ず

に
予
定
通
り
う
け
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

住
民
福
祉
課
健
康
推
進
係

　（
担
当：

保
健
師
）

８
２
‐
２
５
８
２

　
村
内
に
お
い
て
、
５
月
中
旬
頃

よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

者
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
が
、
感
染

対
策
を
行
っ
た
上
で
、
引
き
続
き

集
団
の
予
防
接
種
及
び
乳
幼
児
健

診
を
実
施
し
ま
す
。
つ
き
ま
し
て

は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た

し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

受
診
時
の
お
願
い

　
受
診
さ
れ
る
お
子
さ
ん
や
ご
家

族
で
、
以
下
に
該
当
す
る
場
合
は

来
庁
を
お
控
え
い
た
だ
き
、
次
回

に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
　

①
２
週
間
以
内
に
３
７
・
５
度
以

上
の
発
熱
、
咳
な
ど
の
風
邪
症

状
が
あ
る
場
合

②
過
去
２
週
間
以
内
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
陽
性
者
及
び
濃
厚

接
触
者
と
の
接
触
歴
が
あ
る
場

合
③
過
去
２
週
間
以
内
に
感
染
拡
大

し
て
い
る
地
域
や
国
へ
訪
問
し

て
い
る
場
合

感
染
予
防
の
取
り
組
み

●
必
ず
受
診
前
に
、
ご
家
庭
で
体

温
測
定
を
お
願
い
し
ま
す
。
受

付
時
に
も
お
子
さ
ん
と
付
き
添

わ
れ
た
方
の
体
温
測
定
を
実
施

し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
受
診
を

お
断
り
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
大
人
の
方
は
マ
ス
ク
着
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
入
室
の
際
に
は
、
手
指
の
消
毒

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場

合
を
除
き
、
受
診
さ
れ
る
お
子

さ
ん
一
人
に
つ
き
、
付
き
添
わ

再
就
職
や
転
職
を
目
指
す
皆
さ
ま
へ

ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ（
職
業
訓
練
）の
ご
案
内

　
働
く
意
思
と
能
力
が
あ
り
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
込
さ
れ
て

い
る
方
な
ら
無
料
で
受
講
が
可
能

で
す
。（
一
部
実
費
負
担
あ
り
）

　
訓
練
期
間
中
は
、
雇
用
保
険
ま

た
は
求
職
者
支
援
制
度
に
基
づ
く

給
付
金
が
受
給
で
き
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

■
主
な
訓
練
コ
ー
ス

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ
コ
ン
、
Ｉ
Ｔ
関

連
、
Ｏ
Ａ
経
理
事
務
、
介
護
福
祉
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
デ
ザ
イ
ン
、
他

■
訓
練
期
間

原
則
２
か
月
か
ら
６
か
月
間

※
詳
し
く
は
「
ハ
ロ
ト
レ
長
野
」
で

検
索
、
ま
た
は
最
寄
り
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
及
び
長
野
労
働
局

訓
練
室
（

０
２
６
‐
２
２
６

‐
０
８
６
２
）
ま
で


